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｢熊本大学ハーン展示会・講演会」のこと

西川盛雄

今年の夏期休暇の間、８月７日（水）から

２４日（士）にかけて私はヨーロッパにおけ

るラフカディオ。ハーン（小泉八雲）の生

誕から幼少時代、学校時代にかけての足跡

をたどるべくレフカダ（ギリシヤ）、ダブリ

ン（アイルランド八グラム（イングランド）

の三つの町を訪ねた。それぞれ学術的にも

重要な場所である。訪問先はそれぞれ（１）

レフカダでの市庁舎、詩人公園、パラスケ

ヴイ教会、ハーン生家、ハラモグリス図書

館、（２）ダブリンでの作家ミユージアム、４

つそれぞれのハーン旧居と関係者からの談

話。聞き取り、（３）ダン。レアリーの東・

西の波止場とサンディコーヴの海岸、（４）

グラムでのアショー。カレッジなどを含ん

でいる。とくにレフカダはハーン生誕の地

であり、スクリロス市長から正式な招待状

をいただいており、こちらからは熊本市長

の親書と資料を預かり、さらに本学図書館

長と五高記念館長にお願いしてメッセージ

と資料をいただきこれらを無事レフカダ市

長に直接お渡しすることができたことは幸

いであった。

帰国後か月、９月１９日（木）から２７日

（金）まで図書館自由閲覧室においてラフカ

ディオ。ハーンの展示会と講演会を行った。

主催は熊本大学附属図書館と学術資料調査

研究推進室、協賛は熊本大学小泉八雲研究

会である。五高記念館からも資料提供があ

り、協力を得ることができた。オープニン

グの１１日は文学部教授の金原理先生によ

る「小泉清（八雲の三男）の話」の講演、

２７日の最終日は教育学部の外国人教師⑳ア

ラン。ローゼン先生による「ハーンの最後

の日々」の講演で締めくくった。展示会、

講演会ともども一般の方々の参加もあり、

講演会では質問も活発に飛び交い充実した

ものであった。

この期間を選んだのには理由があった。

最終曰前日の９月２６日はハーンが1904年に亡

くなった命日に当たる日である。しかも９８

回目の命日ということであと２年後には没後

100年という節目の年を迎える。いわば今年

は二年後に向けたホップ、ステップ、ジャ

ンプのホップに当たる年である。この２６日

にハーンを偲ぶということは毎年熊本では

なく、ハーンに縁のある他の都市でもなさ

れているのであ愚。

私たちは以前からｲ可度か協議を重ね、五

高資料館から資料と図書館所有の貴重な資

料と相俟ってハーン作品の初版本はもとよ

り、約12,年前、シンシナテイ時代にハーン

が書いた記事が載っている新聞のオリジナ

ル「シンシナテイ。インクァイアラー』｜｢シ

ンシナテイ。コマーシャル」の展示、ハー

ン直筆の試験問題、ハーンが居た頃の町シ

ンシナティ、ニューオリンズの鳥臓図の風

景版画、龍南会雑誌のオリジナル、ハーン

の給与資料、石仏や三角西港の写真、当時

の五高生の写真、嘉納校長の送別の集合写

真などいずれも貴重な資料を展示すること

が出来た。丁度熊本大学の公開講座「ハー

ンと漱石」の受講者の方も訪ねて来られ、

タイミングよく喜ばれた。

１８９０年40才で来日したハーンは帝国ホテ

ル支配人だったＭ`マクドナルドやＢＨチェ

ンバレン先生の世話で横浜から松江（尋常

中学）に行った。松江では小泉節と結婚、

神話（出雲大社）と水（宍道湖）のある風

景のなかでギリシャを思い出していたと考
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ンパス全体を含めてハーンに深い関わりを

もっている。そして確かに本学はハーンや

漱石研究に関して継承・顕彰すべき、そし

て活用すべき歴史的、文化的財産を豊かに

もっているのである。

えられる。その後熊本では嘉納治五郎校長

のもと、五高の英語・ラテン語教師として

勤め、秋月胤永先生と親交を深め、節との

間に長男一雄が生れた。熊本には松江に－

年間いた後やって来た。後に在熊中の経験

に基づいて「夏の日の夢｣｜｜｢停車場で」｜｢石

仏」『柔術」「願望成就」『橋の上」『九州の

学生とともに」『生と死の断片』などの作品

が生み出されている。

神戸では小泉八雲として日本に帰化し、

港町に寄る外国人のための新聞『神戸クロ

ニクル』に記事を書いていた。東京では学

長外山正一の努力もあって東京帝国大学の

英文学に移った。人事裁量権をもつ「学監」

高田早苗の働きがあったのである。しかし、

早稲田に移ったその年の９月２６日、ハーンは

心臓蕊作で他界したのである。

日本在住１４年間はハーンにとっては松

江一熊本一神戸一東京（新宿）と移動した

が、これは期せずして旧き良き日本の守ら

れているところ（周辺部）から守られなく

なりつつあるところ（中心部）への旅であ

った。明治維新以降新政府の方針で日本の

近代化。西欧化の波は加速度的に大きくな

った。結果としてハーンは大都会に行けば

行くほどそこは逆説的にハーンの心からは

離れた場所になっていった。そんな中にも

日本を西洋人であるハーンが日本のことを

欧米に英語で津身の力を振り絞って紹介し

ていっていたことは特筆されていい。

2004年はハーン没後10,年である。世界中

のハーン縁の場所で節目になる催しが開か

れる。ギリシャでもハーンの母親ローザ。

カシマチの生れたキシラ鳥で記念シンポジ

ウムが開ければ嬉しい旨の抱負を元駐日ギ

リシャ大使だったコンスタンテイノス。ヴ

ァシス氏は語っておられた。熊本大学は五

高記念館、図書館所蔵の資料、さらにキヤ

もりお教育学部教授）(にしかわ
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